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神奈川県鉄道輸送力増強促進会議　令和２年度　要望・回答

東日本旅客鉄道　相模線

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅰ　輸送力増強
１　新線・線増計画

(1) 複線化の早期実現 　相模線は、神奈川県の中央部を南北に縦断する都市圏の公共交通と
して、また全国との交流連携の窓口となる南のゲート（東海道新幹線新
駅）と北のゲート（リニア中央新幹線神奈川県駅（仮称））を結ぶ重要な
役割を担っておりますが、単線のため、列車の行違いの待ち時間等によ
り表定速度が低く、運行本数も少ないなど、周辺の鉄道と比較して十分
な輸送サービスが確保されておらず、利用者からは改善が強く望まれて
おります。
　このような中、県と５市町（茅ヶ崎市、相模原市、海老名市、座間市、寒
川町）の各首長及び５経済団体（相模原商工会議所、茅ヶ崎商工会議
所、海老名商工会議所、座間市商工会、寒川町商工会）の各代表で構
成される相模線複線化等促進期成同盟会において策定した「新たな相
模線交通改善プログラム」に基づき、駅周辺のまちづくりによる人口集積
をはじめ、駅アクセスの改善や駅施設の利便性向上等の施策に取り組
んでいるところです。
　また、リニア中央新幹線の開業を見据えた整備等が着実に進展する
中、相模線の輸送力増強や速達性向上等、輸送サービスの改善は喫
緊の課題であるため、信号保安設備の改修や行違い施設の整備、部分
複線化等の段階的整備を図り、沿線住民の切なる願いである、相模線
全線複線化の早期実現に向けた取組みを推進されますよう引き続き要
望いたします。

　相模線のご利用状況などを勘案すると、莫大な設備投資を必要とする
複線化につきましては、難しい状況にあると考えております。今後の沿
線の開発状況やお客さまのご利用動向などを見極めつつ検討する長期
的な課題と考えております。
　当社としても関係自治体と連携の上、沿線開発やまちづくりとタイアッ
プして相模線の活性化を図り、今後の設備のあり方について検討してま
いりたいと考えております。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

２　輸送計画の改善

(1) 通勤・通学時等の利便性
向上

　通勤・通学者等の利便性向上のため、朝夕の通勤・通学時間帯の運
転本数の増発や所要時間の短縮を図られるよう要望いたします。

　これまでもデ－タイムの運転時隔をパタ－ン化しご利用しやすいダイ
ヤ設定に努め、2016年3月のダイヤ改正においては夕通勤時間帯の海
老名止まりだった列車を、橋本まで1往復延長増発いたしました。
　運行本数の増加については、お客さまのご利用状況や沿線の開発状
況等を見極めつつ検討してまいります。

(2) 深夜時間帯の輸送力増強
及び他線との乗継ぎ改善

　深夜時間帯の利用及び他の鉄道路線との乗継の利便性向上のため、
接続路線の運行状況を考慮し、深夜時間帯の相模線の運行本数を増
加させるとともに、更に最終電車の運転時刻を繰下げされるよう要望い
たします。

　2016年3月改正では、橋本発茅ヶ崎行の上り最終電車の時刻を繰り下
げてお客さまの利便性向上を図りました。
　今後の運転本数の増加や最終列車の時刻の繰り下げについては、お
客さまのご利用状況を見極めつつ検討してまいりますが、列車の安全運
行に必要な地上設備のメンテナンス作業を行うための時間が減少するこ
ととなる最終列車の繰り下げにつきましては、慎重な判断が必要である
と考えております。

(3) 八王子駅直通の運転本数
の増加

　相模線の横浜線八王子駅までの乗入れについては、通勤・通学者等
の更なる利便性向上のため、朝夕の通勤・通学時間帯の乗入れ電車を
更に増発されるよう要望いたします。

　相模線から八王子駅への直通列車の追加設定については、お客さま
のご利用状況を見極めつつ検討してまいります。

(4) 東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会に伴う
臨時便の運行

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組みの中
で、相模原市において、これまでにブラジル選手団及びカナダ代表
ボートチームの事前キャンプの受入れが決定したほか、自転車ロード
レース競技のコース並びに聖火リレーのルート及びセレブレーション会
場が市域内に設定され、一時的に多くの観客輸送が必要になることが
見込まれることから、臨時便の運行等について、ご検討いただくよう要望
いたします。

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会では、東京オリンピック・
パラリンピック競技大会組織委員会等と連携し、各競技の想定来場数を
もとに、臨時列車の設定の必要の有無等について検討を進めておりま
す。

(5) 他線との相互乗入れ 　乗継客の利便性向上のため、東海道本線及び相模鉄道線との相互
乗入れをされるよう要望いたします。

　相模線から東海道線への乗入れは、編成両数や車両の性能、グリー
ン車の有無などが大きく異なっており、お客さまのご利用動向を見極め
た上で検討する長期的な課題と考えております。また、相模鉄道線との
相互乗入れについては、会社相互間の経営上の課題の他、運行・保安
システムが大きく異なる等の課題もあり、現時点では実施の考えはありま
せん。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅱ　利便性向上

１　新駅の設置
(1) （仮称）西久保駅の設置 　北茅ケ崎駅～香川駅間の要望箇所周辺には、大規模団地があるほ

か、住宅建設が進んでおります。地元からも新駅設置を要望されてお
り、茅ヶ崎市では、新駅を想定した周辺の秩序あるまちづくりを検討して
おりますので、利便性向上及び活性化を促進するためにも、（仮称）西
久保駅を設置されるよう要望いたします。

(2) （仮称）海老名運動公園前
駅及び（仮称）上今泉駅の
設置（継続）

　社家駅から厚木駅の間には、野球場、総合体育館、陸上競技場等の
施設を配した海老名運動公園や複数の事業所、学校などがあります。
海老名運動公園は、公園全体の再編を目的にした再整備計画により、
施設改修や増強が図られ利便性向上による利用者の増加が見込まれ
ます。また、現在進めている海老名運動公園周辺地区土地区画整理事
業により、更なる産業の集積も図られております。
　ついては、海老名運動公園及び周辺地域の利便性確保のため、（仮
称）海老名運動公園前駅を設置されるよう要望いたします。
　また、海老名駅から入谷駅の駅間は3.0kmと相模線区間の中でも一番
長く、上今泉・下今泉地区からも駅復活の強い要望が出されておりま
す。県立産業技術総合研究所や県立相模三川公園が立地しており、今
後も多くの利用者が見込まれます。
　ついては、沿線地域の発展と利便性向上のため、（仮称）上今泉駅を
設置されるよう要望いたします。

(3) （仮称）磯部駅及び（仮称）
作の口駅の設置

　相武台下駅から下溝駅間の沿線地域は、更なる宅地開発等が期待さ
れる地域となっておりますが、これらの地域におきましては、最寄駅が遠
いため、バス、自家用自動車等に頼らざるを得ない状況となっており、地
元からも駅復活の強い要望が出されております。
　また、上溝駅から南橋本駅間の沿線地域は、大規模企業が多数立地
し、市の中核的な工業地帯として、今後ますますの発展が期待される地
域であります。
　ついては、沿線地域の発展と利便性向上のため、（仮称）磯部駅及び
（仮称）作の口駅の設置を早期に実現されるよう要望いたします。

(1)～(3)の回答
　新駅設置の条件は、物理的に駅設置が可能な線形等であること、現
行の輸送形態に悪影響を与えないこと、新駅設置により想定される増加
収入が増加経費を上回ること等を総合的に判断して検討する事柄にな
ります。また、新駅の設置については関係自治体からの要請で行う「要
望駅」を基本と考えております。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

２　駅施設等の整備

(1) 社家駅舎のバリアフリー化 　社家駅周辺には、座間特別養護学校有馬分教室が開校しており、障
害者通所施設「レインボードリーム」があります。これらの施設利用者に
は、鉄道を利用して通学・通所している方もおります。また、同駅は、高
齢者にとっても階段の昇り降り等、移動の負担が大きいため、エレベー
ターの設置を求める声が数多く寄せられています。
　現在、バリアフリー化に向けた具体的な協議を開始いただいており感
謝申し上げます。引き続き、社家駅のバリアフリー化としてエレベーター
設置に向けての取組みをお願いいたします。

　社家駅のバリアフリー化については、関係自治体の協力を頂きなが
ら、整備を進めていきたいと思いますのでご協力をお願いいたします。

(2) 北茅ケ崎駅の駅施設改善 　北茅ケ崎駅は、利用者が多く住む駅東側に改札口がなく、踏切を横
断しなくてはならないため、利用者等にとっては不便であるだけでなく、
危険でもあります。
　この状況を改善するために、北茅ケ崎駅の自由通路・橋上化等につ
いて、貴社と調整を進めておりますが、引き続きの取組みをお願いいた
します。

　関係自治体と協力し、計画を推進してまいります。

(3) 香川駅の駅施設改善 　香川駅周辺は、特定土地区画整理事業の完了に伴い、人口が増加し
ており、駅利用者も年々増加しております。
　香川駅利用者の多くが住む駅東側に改札口がなく、踏切を横断しなく
てはなりません。
　このため、利便性向上のために相模線の複線化、香川駅の行き違い
駅化とあわせて橋上駅化し東口に改札の設置を要望いたします。

　香川駅を橋上駅舎化するには自由通路が必要になります。自由通路
の計画は、まちづくり計画により進めていくものです。まちづくり計画を策
定して頂き、要望する橋上化と併せて計画の推進を行うこととなりますの
で計画の推進をお願いいたします。

(4)  海老名駅のホーム拡幅 　海老名市では平成27年に海老名駅西口土地区画整理事業による海
老名駅西口地区のまち開きされ、現在も駅周辺地区は民間事業者によ
る開発が進められており、今後も海老名駅鉄道利用者の大幅な増加が
見込まれます。
　しかし、海老名駅のホームは幅が狭く、高齢者や障害者等が乗降や移
動する際の安全確保が十分に図られていないのが現状です。
　ついては、転落事故防止や移動動線確保のために、早急にホームを
拡幅されるよう要望いたします。

　海老名駅は、周辺開発によりお客さまのご利用が増加していることか
ら、関係自治体と連携し、混雑緩和対策や利便性向上などの検討を進
めていきたいと考えております。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

(5) 入谷駅の駅施設改善及び
駅の有人化

　入谷駅は、近隣地区の人口増加に伴い、利用者の需要も高まってお
ります。
　しかし、現在、入谷駅はトイレがなく、利用者にとっては大変不便な状
況であり、地元からも強い要望が出されておりますので、設置されるよう
要望いたします。
　また、ホームには屋根が設置されているものの、雨風をしのぐには不十
分であるので、風雨時に対応できる待合室等を整備されるよう要望いた
します。
　加えて、東側にはスロープが設置され、ホームまでの段差は解消され
ましたが、ホームと電車の間の段差については、解消には至っておら
ず、また、西側は、近くに踏切がないため、大きく迂回をするか跨線橋を
渡らねばならないことから、高齢者や障害者等は大変不便な状況である
ので、利用しやすいよう駅施設の整備を要望するとともに、利用者にとっ
て安全性確保や利便性向上のため、無人駅を解消されるよう要望いた
します。

　入谷駅のトイレ、待合室等の整備は、今後の駅のあり方なども含めて
検討する課題と考えております。ホームと電車の間の段差解消につきま
しても、各駅のご利用実態等を調査した上で順に整備している状況で
す。
　駅の有人化については、お客さまのご利用状況等を勘案し、検討して
まいります。

(6) 相武台下駅の駅施設改善 　相武台下駅につきましては、エレベーターが未整備であり、改札から
ホームまで階段を利用しなければならず、高齢者や障害者等に大きな
負担となっております。地域からはエレベーターの設置を求める声が寄
せられており、駅利用者が安全かつ快適に利用してもらううえでも必要な
施設だと考えております。
　現在の駅の構造上、整備することが困難であると承知しておりますが、
設置に向け、関係者とともに取り組んでいただきますよう要望いたしま
す。

　駅のバリアフリー化につきましては、関係自治体のご協力をいただきな
がら、検討を行っていきたいと考えております。

(7) 宮山駅への多機能トイレ
の設置

　宮山駅周辺には、寒川神社があり、年間約200万人の参拝客の中に
は、鉄道を利用している方も多くおります。同駅は、スロープはあるもの
の多機能トイレがないため、高齢者、障害者等は不便を強いられている
状況です。
　現在、駅舎改良にあわせた男女トイレ設置の協議を開始していただい
ており感謝申し上げます。多機能トイレにつきましては、高齢者、障害者
等の移動等の円滑化の促進に関する法律により、旅客施設の大規模改
良の際には公共交通移動等円滑化基準への適合が求められますの
で、設置に向けての取組みをお願いいたします。

　宮山駅駅舎改良に併せ、公共交通等円滑化基準に適合するトイレ計
画について検討を進めており、整備については寒川町の協力を頂きな
がら進めていきますので、ご協力をお願いいたします。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅲ　その他

(1) 駅の有人化 　現在、北茅ケ崎、香川、宮山、倉見、門沢橋、社家、相武台下、下溝、
原当麻、番田、上溝及び南橋本の各駅においては、駅遠隔操作システ
ムを活用した案内を行っていただいているところですが、緊急時の対応
への遅れや利用者の利便性が低下するため、高齢者、障害者等の移
動制約者をはじめ、全ての利用者の安全・安心の確保等の観点から、
駅係員を終日配置されるよう要望いたします。

　北茅ケ崎駅、香川駅、寒川駅、宮山駅、倉見駅、門沢橋駅、社家駅、
相武台下駅、下溝駅、原当麻駅、番田駅、上溝駅及び南橋本駅につき
ましては駅遠隔操作システムを導入し、インターホンを通じてのお客さま
案内や、遠隔での販売機器類の監視・操作など、駅係員が在駅の場合
と同等レベルのサービスを提供しております。
　駅遠隔操作システムの導入に伴い駅係員の配置については、北茅ケ
崎駅、香川駅、寒川駅、原当麻駅、上溝駅及び南橋本駅については在
駅時間を短縮し、宮山駅、倉見駅、社家駅、門沢橋駅、相武台下駅、下
溝駅及び番田駅は巡回型による対応としておりますが、本システムの導
入により、初電から終電までお客さまへのご案内等の対応が可能となっ
ております為、現在のところ、駅係員を終日配置する計画はございませ
ん。

(2) 厚木駅の名称変更 　厚木駅は、海老名市に位置しているにもかかわらず、厚木駅という名
称のため、厚木市に位置する小田急線の本厚木駅と錯誤し、遠来者や
旅行者に不便をかけているとともに、市民等からも駅名変更についての
要望が出されております。
　ついては、利用者の利便性等を勘案のうえ、厚木駅の名称を変更され
るよう要望いたします。

　現在の厚木の駅名は、駅を共同使用している小田急線と同一名称で
各方面にわたり定着していると考えております。
　駅名変更には時刻表･運賃表・自動券売機・定期券発行機等の様々
な設備･機器等の改修が必要になります。特に、2007年3月から開始し
た首都圏ICカード相互利用に伴い、駅名の変更が他鉄道事業者にも影
響を与え、設備の改修に多大な費用を要することから、現時点において
駅名を変更することは考えておりません。


